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西山手高齢者生活支援センター

男のコーヒーアカデミー

前年度、好評をいただいた「男のコーヒーアカデミー」
「ぜひもう一度やって欲しい」という地域のリクエストに
応え、令和8年度も開催します！

～前回のアカデミーの様子～

「つどい場 みっつ」「あしやの会」

「芦屋市郵便局長会議」

講師としてハンドドリップの実演

地域のつどい場や自治会のイベントなどに声をかけていただ
きハンドドリップを披露。
地域と繋がりを持つことができたり、自分の淹れたコーヒー
で喜んでくれる人がいることが励みになっていると積極的に
参加してくださっています。

・コーヒーの種類・産地など基礎知識、コーヒー豆を買う際のアドバイスなどの講義
・講師が入れたコーヒーをみんなで飲み比べ
・グループに分かれてハンドドリップ練習
・自分が淹れたコーヒーをみんなに飲んでもらう など

※前回は3日間の日程でしたが、今回は日程を増やしさらに参加者同士が交流を深め
てもらえるようなプログラムを計画しています。

アカデミー卒業生活躍中！

認知症カフェ
＠前田集会所

認知症当事者の会＠喜楽苑

淹れたてコーヒーに場が和みます

地域貢献のきっかけ
を探していた局長が
コーヒーアカデミー
のことを知り講師と
して依頼いただきま
した。
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買い物
De Go！

資料２－２（精道）

背 景

ある利用者宅に訪問。
パジャマ姿での出迎え。
家で着る服がなく買い
にも行けず頼む人もい

ない。

民生委員より１人暮らし
で買い物できていない
人がいると聞いた
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2026/3/5

目 的

・「選び・買う・喜び」の再獲得

・外出機会づくり

・健康維持・認知症予防

今後の
スケ
ジュー
ル

・実態調査・
ニーズ把握
（上半期）

・企画→お試
しでイベント実
施（下半期）

3

4



2026/3/5

実態調査について

アンケート調査実施

「集いの場」や「さわや
か教室」「テニスコート」
などでフォーカスグルー
プインタビューを実施

ターゲット年齢

アラ還（６０歳手前）～後期高齢者の男女の方
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例えば・・・

1. 移動店舗による

直接買い物体験

2. 集まってカタログ

注文体験会

3. スマホサポーター

の活躍の場

期待される成果

選ぶ自由

装う喜び
外出する
楽しみ

地域コミュニティの
活性化
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１ 概要 

・地域包括支援センターから地理的に離れた地域に居住する高齢者等を対象に、「出張相談」を実施する。 

・来所が困難な高齢者等の相談機会を確保し、早期発見・早期支援につなげるとともに、地域住民や関係

者との顔の見える関係づくりを進める。 

 

２ 現況（背景）・課題・理由 

・センターが圏域中心部にあり、遠方地域からは来所しにくい。 

・交通手段や身体的理由により、相談につながらない高齢者がいる。 

・支援が必要でも把握できていない潜在的ケースが存在する。 

・相談につながらず、課題が深刻化してから発見されるケースがある 

→ センター側から地域へ出向くアウトリーチ型支援が必要。 

 

 

令和８年度 イチオシ活動計画 【資料２－2】 

打出浜高齢者生活支援センター 



３ 目標 

・相談機会の拡充 

・早期発見・早期対応の推進 

・地域との連携強化 

・地域課題の把握と施策への反映 

 

４ 取り組み体制 

・地域包括支援センター職員によるチーム対応 

・民生委員・福祉推進員・自治会等との協力体制の構築 

・相談内容に応じ、医療機関、介護事業所、権利擁護機関等へ円滑に接続する体制を整備 

 

５ 取り組み内容 

・定期的な出張相談会の開催 

・総合相談・個別相談の実施 

・周知活動 

・地域課題の把握 

・効果検証 



センター職員のスキルアップに向けた 既存会議のリノベーション
（2026年度基幹的業務担当重点活動の方向性）

• 地域包括支援センターの業務の中心は「対人援助」であり、マニュアル化しきれない“属人的な業務”が多い。言い換えると、「○○さんならうまくいくが、
△△さんでは難しい」と表現されるような仕事である。

• 特定のクライアントへの支援プロセスにおいて、ある職員が暗黙知を活かして実践を組み立てられても、そのプロセスを他の職員が再現できるとは限らな
い。どのようなスキルを使って実践したのかが目に見えにくいためである。特に「クライアントとの援助関係形成」は、この“見えにくさ”が顕著に表れる。

• しかし、ケース検討会や支援者会議、地域ケア会議などで、この部分が具体的に扱われることは少ない。結果として、経験の浅い職員は、経験豊富な先輩
の実践を“背中を見て学ぶ”というスタイルが一般的になっている。本来であれば、より科学的な実践手法として「スーパービジョン」が期待されるが、現場
で効果的なスーパービジョンが行われているケースは多くない。

• そこで、センター職員のスキルアップに向けて、既存の会議体を“リノベーション”し、職員が求められるスキルをより効果的に身につけられる機会を創出す
ることをめざす。

Ｐｏｉｎｔ ① Ｐｏｉｎｔ ② Ｐｏｉｎｔ ③

省察的実践サイクル（①実践、
②ふり返り、③学び、④次の実
践への試行）を基盤とする

業務過多なセンターに負担を増
加させないよう、既存のプログ
ラムをリノベーションする

“その研修・会議の場”だけでな
く、応用して自センターに活か
すことができるようにする

資料２−２（基幹）



「ソーシャルサポートの機能分類」をもとにした地域ケア会議、事例検討会に期待される支援者支援機能

解説事例検討会地域ケア会議サポートを行うために必要な技術サポート機能の説明サポートの機能別分類名

事例提出者として自分の実践上の悩みや困りごと
を語り、それを丁寧に受け止めてもらうプロセス
を通してクライアントの置かれている状況を疑似
的に体感できる。自分の成長課題に気づくことも。

◎△
• 傾聴
• 感情・事実の反射，共感
• 再保証
• 非審判的態度の保持など

自分の能力・社会的魅
力や仕事でのパフォー
マンスに疑いを持った
ときに働く。

(1)自己評価サポート

事例検討会では、課題検討が深化した場合、ごく
稀に業務（対人援助実践）を通して「自らが何を
得ているか」について確かめるような機会となる
場合がある。

△
• 相手に役割を与えること
• 役割を果たしている相手を認め
ること

自分が何らかの役割を
果たしていることで得
られるサポート(2)地位のサポート

自分が知らなかった問題解決に役立つ可能性のあ
る社会資源や具体的な手立てに関して、検討メン
バーから有効な助言を受けられる可能性がある。
また、問題発生の中核的要因や問題解決の方向性
等について示唆を受けられる可能性がある

〇◎
• 適切な情報ネットワークを持っ
ていること

• 相手のニーズに見合った情報を
見つけ出すこと

問題の本質，問題に関
係している資源に関す
る知識，代替的な行動
に至る道筋に関する情
報を提供すること

(3)情報のサポート

地域ケア会議には、原則として現在かかわってい
る人や今後かかわる可能性がある人が出席するた
め、場合によってその人が新たに道具的サポート
を提供してもらう機会となる可能性がある。

△
相手に必要な具体的な援助力を
持っていること（例：労働力，お
金など）

実際的な課題に対する
援助の提供(4)道具的サポート

道具的サポート同様、地域ケア会議には直接支援
にかかわる人が参加しており、検討結果によって
は社会的コンパニオンを受けられる可能性がある
が、事例検討会では起こり得ない。

△
• コンパニオンとして使える時間
の所有

• 相手にとって重荷にならないこ
と

共に出かけたり，何か
をしたりする相手，社
会活動のサポート(5)社会的コンパニオン

事例検討会は、地域ケア会議と異なり事例提出者
に焦点を当てるため、「事例提出者と一緒にじっ
くり考える」という立ち位置を基本としており、
そのこと自体が再保証の機会といえる。

◎△
• 励まし
• 努力の結果の予測とその再保証
• 一緒に乗り切ろうというメッ
セージの伝達

根気よく継続する解決
の道のりを選べるよう
に相手のモチベーショ
ンを高めるサポート

(6)モチベーションのサ
ポート

参考


